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関
西
大
学
図
書
館
は
長
年
に
わ
た
っ
て
大
阪
関
係
資
料
の
発
掘
・
収
集
に
努
め
て
き
た
。
本
目
録
は
、
大
阪
を
中
心
と
す

る
宝
暦
か
ら
昭
和
に
至
る
歌
舞
伎
、
浄
瑠
璃
等
の
芝
居
番
付
約
六
、
五

O
O点
を
整
備
し
て
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

種
類
は
、
役
割
番
付
、
絵
尽
し
、
顔
見
世
番
付
な
ど
で
あ
る
。
関
係
の
芝
居
番
付
資
料
の
収
集
活
動
は
、
な
お
今
後
も
継
続

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
そ
の
成
果
の
一
端
と
し
て
、
所
蔵
資
料
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
上
梓
を
見
る
運
び
に

な
っ
た
。

本
目
録
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、
時
代
と
と
も
に
変
遷
す
る
外
題
の
付
け
方
や
読
み
方
の
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
上
演

場
所
、
上
演
年
月
を
確
認
す
る
こ
と
に
主
眼
を
お
い
た
。
ま
た
、
外
題
の
五
十
音
索
引
に
加
え
て
、
外
題
の
頭
字
総
画
数
順

の
索
引
を
付
す
な
ど
、

利
用
上
便
な
ら
し
め
る
工
夫
を
試
み
て
い
る
。
同
時
に
、
収
載
し
た
全
点
の
資
料
に
つ
い
て
マ
イ
ク

ロ
・
フ
ィ
ル
ム
化
を
完
了
し
て
い
る
の
で
、
利
用
者
各
位
の
有
意
義
な
活
用
を
庶
幾
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
目
録
の
作
成
に
は
、
本
学
非
常
勤
講
師
で
あ
り
、
大
阪
成
践
女
子
短
期
大
学
助
教
授
の
中
村
隆
嗣
氏
の
努
力
に

よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

平
成
五
年
三
月

関
西
大
学
図
書
館
長

浦

西

和

彦



目

次

芝
居
番
付
目
録

凡

伊リ

歌
舞
伎
番
付

大

阪

角
の
芝
居
(
角
劇
場
・
角
座
)
:

中
の
芝
居
(
中
劇
場
・
中
座
)
:
:
・
:
:

大
西
芝
居

82 

筑
後
芝
居

85 

戎
座

99 

浪
花
座

103 

竹
田
芝
居

106 

東
竹
田
芝
居

109 

ナ十

天
座

110 

若
太
夫
芝
居

113 

阪
言王

座

119 

堀
江
市
の
側
芝
居

119 

堀
江
芝
居

堀
江
座

121 

堀
江
市
の
側
松
本
座

125 

堀
江
明
楽
座

126 

北
新
地
芝
居

126 

北
新
地
北
栄
座

129 

北
新
地
美
好
座

129 

一一 III -

北
新
地
福
井
座

130 

天
満
芝
居

130 

天
満
大
工
町
芝
居

133 

天
満
八白
千
代
座

135 

天
満
天
神
北
門
芝
居

136 

御
霊
社
内

136 

御
霊

家
芝
居

138 

御
菅E
""" 
フじ
芝
居

139 

座
摩
社
内

13日

阿
弥
陀
池
芝
居

140 



新
町
高
島
座

141 

堺
大
寺
住
=と

座

155 

新
町
新
町
座

141 

堺
宿
院
芝
居

156 

新
町
婦
徳
L>-
r;; 

場

142 

堺
宿
院
大
山
座

156 

朝
日
座

142 

堺
宿
院
卯
の
日
座

157 

角
丸
芝
居

146 

堺
宿
院
千
歳
座

157 

松
島
芝
居

松
島
劇
場

147 

堺
新
地
芝
居

158 

松
島

河
座

148 

堺
新
地
南
芝
居

158 

松
島

代
座

148 

堺
末
広
座

159 

松
島
平
松
座

149 

松
島
)¥ 
千
代
座

149 

犀

和
田
新
芝
居

160 

一ー lV -

阪
栄
座

150 

栄
座

150 

池
田
芝
居

160 

鰻
谷
芝
居

151 

鰻
谷
浜

家

151 

十
口
小

都

鰻
谷
浜
芝
居

152 

四四
条条
南北
側側

南北
座座

172 161 

稲
荷
社
内

152 

堂
島
座

154 

四
条
道
場
芝
居
(
京
角
座

・
道
場
劇
場
)
::・
:
j
i
-
-:
:
:
:
附

芦
辺
倶
楽
部

154 

道
場
阪
井
座

190 

道
場
歌
舞
伎
座

191 

堺
大
寺
芝
居

155 

坂
井
座

193 



常
盤
座

196 

明
治
座

197 

夷
谷
座

199 

東
向
芝
居

200 

東
向
大
黒
座

201 

福
井
座

202 

尽
都
座

203 

宮
}l1 

町
芝
居

203 

祇
園
座

祇
園
館

204 

大
市
座

205 

和
泉
式
部
芝
居

205 

竹
の
家

206 

福大
の正
家座

207 206 

中
村
座

207 

松西
原 陣
芝岩
居神

芝
居

208 208 

誓
願
寺
芝
居

209 

目次

左伏
女見
牛ほ
芝う
居き

町
芝
居

210 209 

江
戸
・
東
京

市
村
座

210 

中
村
座

河
原
l崎
座

213 

オミ
草木

田
座

214 

歌新
舞富
伎座
座 ;

216 215 

明
治
座

216 

帝
国
劇
場

217 

V 一ー

ヨ王

妻
座

219 

演
伎
座

220 

春
木
座

220 

名

古

屋

清
寿
院
芝
居

221 

若
宮
社
内

221 

=-A 
栄
座

222 

末
広
座

222 

橘
町
芝
居

223 



稲
荷
社
内

224 

松
坂
愛
宕
町
芝
居

231 

新
守
座

224 

松
坂
}II 
井
町
芝
居

232 

古
袖
町
常
芝
居

225 

古
袖
町
橘
座

226 

伊
勢
古
市
芝
居

232 

宝
生
座

226 

伊
勢
古
市
長
盛
座

233 

千
歳
座

227 

伊
勢
中
の
地
蔵
芝
居

233 

岡
崎
/¥ 

地
蔵
芝
居

227 

富
山
恵
比
寿
座

234 

岡
崎
万
寿
座

228 

金
沢
浅
野
川
馬
場
芝
居
・
.......
...
 
.
 

西
尾
鶴
城
座

228 

金
沢
西
新
地
芝
居

235 

金
沢
}II 
上
末
=と

座

235 

横
浜
蔦
座

229 

金
沢
} 11 
上
南
芝
居

236 

横
浜
港
座

229 

福
井
橘
南
常

屋

236 

岐
車
美
殿
座

230 

大
津
四
ノ
宮
芝
居

237 

大
上百
亡と
仁3

岡
座

230 

大
土百

日
::l= 
Eコ
座

231 

ズ又
刀ミ

良
瓦...... 
土己

芝
居

237 

大
和
五
条
五
条
座

238 

Vl 一一



和
歌
山
鷺
の
フ忙

草木

芝
居

238 

和
歌
山
鍛
冶
橋
芝
居

239 

和
歌
山
7c 
寺
町
芝
居

239 

御
坊
御
坊
芝
居

240 

神
戸
丘

庫
芝
居

240 

神
戸
兵
庫
村
芝
居
・
:・

神
戸
兵
庫
村
弁
天
座
新
芝
居
・
.•
•.
•• 

神
戸
八
幡
町
芝
居
・
•••••
•••• 

神
戸
J¥ 
l幡
町
大
西
芝
居

242 

神
戸

能
福
寺
芝
居

243 

神
戸
喜
楽
芝
居

243 

神
戸
大
黒
座

244 

神
戸
日
本
劇
場
・
・
・
・
••••
•••
••••••••••

••
••••••••
•••
••
•••
••
•.
••.
•••
•••
•• 

加

神
戸
中
央
劇
場
・
・
・••••
•••••
•••
•••
•••••

••••
••
•••
••••
•••
•••••••••••••• 

-m 

目次

兵
庫
兎
原
郡
岩
屋
村
敏
馬
座
・•••••

•••
••
•••
••
••
•••••••••••

•• 

----
---
-M
 

姫
路
坂
フE
町
劇
場

246 

岡
山
劇
場

246 

備

西
大
寺
湊
芝
居

247 

津
山
豊
刀く
座

247 

下
関
長
崎
ブ十

天
座

248 

萩
堀
内
芝
居

248 

一一 VIl -

両

松
出
晴
芝
居

249 

丸
亀
新
地
芝
居

249 

丸
亀
戎
座

250 

松
山

番
町
疋

芝
居

250 

がb

I'lIJ 
博
多
芝
居

251 



倉
常
芝
居

251 

尽
城
劇
場

252 

松
竹
A 
口

名
社
巡
業
部

252 

場
所
未
詳

浄
瑠
璃
番
付

大

阪

角
の
芝
居
(
角
劇
場
・
角
座
)
・

中
の
芝
居
(
中
劇
場
・
中
座
)
:

竹
田
芝
居
・•• 

東
竹
田
芝
居
・・
・

•• 

弁
天
座
・・・

若
太
夫
芝
居
・
••• 

堀
江
芝
居
(
堀
江
座
)
・

堀
江
明
楽
座
・
・
・

北
新
地
芝
居
・•• 

北
新
地
北
陽
演
舞
場
・•• 

天
満
芝
居
・
・・

天
満
八
千
代
座
・••• 

御
霊
社
内
・
・・.•. 

御
霊
裏
門
芝
居
・•..• 

御
霊
表
門
芝
居
・
・
・
・

御
霊
文
楽
座
・•• 

座
摩
社
内
・・・

座
摩
裏
門
芝
居
・•••• 

阿
弥
陀
池
芝
居
・••
•• 

一一 Vlll

新
町
高
島
座
・・・

松
島
芝
居
(
松
島
劇
場
)

・

松
島
千
代
崎
町
芝
居
・••• 

稲
荷
社
内
東
芝
居
(
東
小
家
・
稲
荷
文
楽
軒
)
:
:
j
i
-
-
:
:
・加

稲
荷
北
門
定
小
家
・•• 

稲
荷
北
門
彦
六
座
・

•• 

四
ツ
橋
文
楽
座
・
・
.

道
頓
堀
文
楽
座
・・・



近
松
座

301 

大
阪
法
善
寺
芝
居

301 

新
築
地
清
水
町
浜
芝
居
・

•• 

有
楽
座
・
・・

堺
大
寺
芝
居

303 

十
口
小

都

四
条
北
側

北
座

303 

竹四
豊条
座南

側

南
座

306 304 

文
楽
座

306 

四
条
道
場
北

家

307 

東

京

新
町
演
舞
場

307 

名

古

屋

目次

名
古
屋
劇
場

308 

場
所
未
詳

309 

そ
の
他
演
劇
番
付

大

阪

戎角
座劇

場

角
座

3ll 310 

浪
イl二
座

312 

弁
天
座
・
・
・
・
・

若
太
夫
芝
居
・

•• 

朝
日
座
・・・・
・
••••••

••••••••••••••••••••••

•••••••••

•••••

••••
•••• 

----
--
--
M
 

堂
島
座
・
••• 

帝
国
座
・
・・
・.

芦
辺
劇
場
・・・・・••••••••••

•••••

••••••••••••••••••••

•••••
•••
••••••• 

-----
m
 

南
地
楽
天
地
中
央
劇
場
・•••
•••••
•••
••••
••
••
••
••
••••
••••
•••••
••
•• 

---
-m 

一一 lX -

京

都

四
条
北
側
(
北
座
)
・
:

四
条
南
側
(
南
座
)
:
・



道
場
歌
舞
伎
座
・
・
・

常
盤
座
・.. 

明
治
座
・
・
・

夷
谷
座
・•. 

東

古小

帝
国
劇
場

324 

西
尾
鶴
城
座

326 

横
浜
蔦
座

326 

神神神
戸戸戸
松中大
竹央黒
劇劇座
場場

328 327 327 

岡
山
劇
場

328 

場
所
未
詳

329 

見
.1L 

番
付

口
上
書
・
口
演
・
直
段
附
な
ど
:
:
:
・:
:
j
i
--:
・:・

--m

雑

外

題

索

引

凡

例

(3) 

コ乞
田

JI頂
索
ヨ|

(5) 

頭
字
総
画
数
索
号1

(79) 

一- x -

芝
居
番
付
所
在

覧



芝

居

番

付

目

録



凡

例

本
目
録
は
、
平
成
五
年
一
月
末
現
在
、
関
西
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
芝

居
番
付
の
目
録
で
あ
る
。

『関
西
大
学
所
蔵
大
阪
関
係
資
料
目
録
』
(
昭
和

十
五
年
十
月

一
日
発
行
)
所
収
の
「
大
阪
芝
居
番
付
目
録
」
に
収
載
の

番
付
を
再
録
し
た
。

本
文
編
は
、
歌
舞
伎
番
付
、
浄
瑠
璃
番
付
、

そ
の
他
演
劇
(
新
派
・
新
国

劇
・
喜
劇
な
ど
)
番
付
、
見
立
番
付
、

口
上
書

・
口
演

・
直
段
附
な
ど
、

雑
の
六
部
か
ら
な
る
。

配
列
は
歌
舞
伎
番
付
、
浄
瑠
璃
番
付
、
そ
の
他
演
劇
番
付
に

つ
い
て
の
み

劇
場
ご
と
に
上
演
年
月
日
順
に
配
列
し
た
。

① 

劇
場
の
配
列
は
大
阪
地
方
か
ら
、
京
都
地
方
、
江
戸
・
東
京
、
名
古

屋
地
方
の
順
に
し
、
以
下
ほ
ぽ
北
か
ら
南
へ
、
最
後
に
国
外
と
い
う

配
列
に
し
た
。
目
次
に
そ
れ
を
示
し
た
。

② 

劇
場
名
は
、
番
付
記
載
の
名
称
及
び
他
の
資
料

・
目
録
類
に
よ
り

適
宜
略
記
し
た
。

四

上
演
年
月
日
、
外
題
、
座
本
等
、
及
び
板
元
が
全
一
て
一
致
す
る
も
の
は

同
一
の
番
付
と
し
た
。

五

記
載
事
項
は
、
歌
舞
伎
番
付
、
浄
瑠
現
番
付
、

そ
の
他
演
劇
番
付
に
つ
い

て
、
上
段
か
ら
上
演
年
月
日
、
外
題
、
座
本
等
、
番
付
の
種
類
、
資
料
番

号
の
順
で
あ
る
。
見
立
番
付
以
下
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
従
い
適

+ ノ、七}¥ 九

宜
記
載
し
た
。

「
上
演
年
月
日
」
の
項
に
つ

い
て

① 

上
演
年
月
日
は
、
番
付
の
記
載
に
よ
り
簡
略
化
し
て
洋
数
字
で
記
し

た
。
記
載
の
な
い
も
の
や
不
明
の
も
の
は
考
証
し
て

)
を
付

し
て
そ
の
年
月
日
の
位
置
に
記
し
た
。
顔
見
世
番
付
は
例
外
で
あ
る
。

③②  

改
元
の
年
は
新
年
号
と
し
た
。

年
月
日
の
判
明
す
る
も
の
は
そ
の
年
月
日
の
順
序
、
年
月
が
判
明
す

る
も
の
は
そ
の
月
の
終
わ
り
に
、
年
の
判
明
す
る
も
の
は
そ
の
年
の

終
わ
り
に
並
べ
た
。

「
外
題
」
の
項
に
つ
い
て

① 

番
付
記
載
の
外
題
に
限
ら
ず
、
道
行

・
景
事
な
ど
の
題
名
も
外
題
と
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し
て
扱
っ
た
。

④③②  

単
な
る
「
所
作
事
」
「
三
社
」
な
ど
も
外
題
扱
い
と
し
た
。

角
書
等
は
省
略
し
た
。

記
載
の
な
い
も
の
や
不
明
の
も
の
は
考
証
し
て
、
〔

〕を
付
し
て

記
し
た
。

⑤ 

顔
見
世
番
付
は
、
外
題
の
記
載
が
な
い
場
合
、
板
面
に
記
載
さ
れ
て

い
る
事
柄
を
外
題
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
記
し
た
。

「
番
付
の
種
類
」
の
項
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
略
記
し
た
。

番
|
役
割
番
付

絵

絵

尽

し

ー
絵
尽
し

絵
(
番
)

の
最
終
丁
の
み
の
零
葉

顔

顔

見

世

番

付

辻

|

上

記

以
外
の
辻
番
付
・
追
番
付
等

「
座
本
等
」
の
項
に
つ
い
て
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① 

座
本
の
記
載
の
み
あ
る
場
合
は
そ
の
名
前
を
記
し
た
。
そ
れ
以
外
の

場
合
は
番
付
記
載
の
通
り
を
記
し
た
。

② 

不
明
の
も
の
は
考
証
し
て
、
〔

〕
を
付
し
て
記
し
た
。

「
資
料
番
号
」
の
項
に
つ
い
て

① 

絵
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
を
除
き
、
所
収
番
付
は
一
点
ご
と
に

二
段
文
は
三
段
表
記
で
資
料
番
号
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

② 

複
数
の
資
料
番
号
が
記
さ
れ
て
い
る
番
付
は
、
同
一
の
番
付
と
み
な

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

③ 

巻
末
の
索
引
の
後
に
芝
居
番
付
所
在
一
覧
を
付
し
た
。

漢
字
表
記
は
原
則
と
し
て
通
行
字
体
と
し
た
。
合
成
字
は
作
{
子
を
し
た
。

十

巻
末
に
外
題
索
引
を
付
し
た
。

本
目
録
の
外
題
に
は
、
人
権
に
関
わ
る
用
語
が
認
め
ら
れ
る
。
目
録
と
い

う
本
書
の
性
格
か
ら
、
心
の
痛
む
ま
ま
掲
載
し
た
が
、
人
権
問
題
の
正
し

い
理
解
の
上
に
立
ち
、
本
目
録
の
ご
活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

本
目
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
資
料
を
参
照
し
、
多
大
の
恩
恵

を
蒙
っ
た
。
こ
こ
に
そ
の
一
々
を
記
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
先
人
の
学

恩
に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
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